B伝道師
…

ところで
キラーT伝道師は
どこに？


相変わらず
だなあ
お前たちは…

もっと
仲良く
やれんのか?!

ヘルパーT総帥！

お、
その声は
…
キラーT伝道師?!

総帥！

大変です!!

向こうの
湿原に

何者かが
舞い降りようと
しています!!

奴らか?!

いえ、
そこまでは
わかりませんが
…

とにかく
こちらへ！ 

あれです！

なんだ?!
ありゃ…

ん?!


ヒトだ！

え…?!
なんで
ヒトが…?!

う…ん
…

うーむ…

このヒト、
どこかで
見たことが
あるような
…


ふう…

あ…

う…

…
ここは
…

どこだ
…?!

あ、
あなたは
…!!

どっ

どした?!

ご主人様！


へっ?

いや、
あの…

人違い
じゃない
スか?

ボクは
平凡な
サラリーマン
だし…

あなた方のような
家来を持つほど
リッチじゃないス

いいえ！

あなた様は
紛れもなく
この世界の
支配者です！

なぜなら
この私の手が
ビンビンに
反応しています
から！

ハハーッ
て言われても
ね…

して
ご主人様

なにゆえに
このミクロの世界へ
お越しになられた
のでございますか？

み、ミクロの世界
…?!


ここが…?!

なんで
こんな格好を
している
のかも…

わからない
…
何がどう
なって
いるのか…

なぜボクが
ここに
いるのか…

咳が出る
…

そういや
寒気も…

何となく
思い出して
きた

あ…

風邪をひいたんだ
アパートで独り…
高熱が出て…
苦しくて…

P C R
陽性です

え…

今はまだ
軽症なので
自宅待機を

だんだん
呼吸が苦しく
なってきて…

不安で
…

やばい
何とか
しなくちゃ
…って
思いながら

いつしか
意識がなくなって
…


気がついたら
ここにいた


さあ
…

ところで
あなた方は
いったい
誰なんですか？

我々は
ご主人様を
外敵から
お守りすべく

このミクロの世界で
警備にあたっている
免疫細胞という
種族で
ございます

それがしは
ヘルパーT総帥

人間界では
「ヘルパーT細胞」
と呼ばれています


そして私は
キラーT伝道師
と申します

正式名称は
「キラーT細胞」
です

我々は
とある
外敵と
戦った
ときの
生き残り
なのです

生き残り?!

それが
私たちなんです

はい

ごく一部の者が生き残る
ことになっているのです

同じ敵が再び来襲しない
とも限らないので

選ばれし
伝承者
ってわけか

あなた方が
戦ったのは
どんな敵
だったん
ですか?


コロナ?!

な、
何をそんなに
驚かれる?!


コロナ
…
そうか

思い出して
きたぞ…！

戦いが終わると
同胞はほとんどが
自己消滅するのですが

コロナウイルス
です

もうすぐ
奴らが
やってくる!!

新型コロナ！

新型?!

数日前、ボクは
新型コロナに
感染しちゃった
んです

高熱と
咳と…

息苦しくて

やがて
眠って
…

ボクの意識が
数日の時間を遡り
ここ、
ミクロの世界へ
やってきたんです

免疫細胞の
皆さんに
警告する
ために

はは
…

我々は
コロナの特徴を
よく知っています

心配ご無用
でございます


違うんだ
今度のコロナは
「新型」
なんですよ！

今までの
コロナとは
わけが違う

まあまあ、

ご主人様

これから
ここで
我々の記憶を
再現したいと
思います


では、
こうしましょう

もう
ずいぶん前
のことです

呼吸の風に乗って
粒子の大群が
この世界に
やってきました

この粒子のように
外から我々の体に
侵入してくるものを
「抗原」といいます


その抗原に
最初に気づいたのは
マクロファージ
でした
いや、正確に言うと
彼の背中に乗っていた
監視要員の一人が
その抗原をキャッチ
したのです


彼ら監視要員のことを
人間界では
「受容体」と呼んでいる
そうですが…

ちなみに
彼の名は
トール様


トール様?!

 正式名称は
「トール様受容体」
というのですが
長すぎるので
「トール様」と

トール様は
マクロファージ
だけでなく
上皮細胞や
血管内皮細胞など
いろいろな細胞に
常駐しています

トール様には
何種類もの
兄弟がいて

各々
得意分野が
異なって
いるのです



背中に刺激を感じた
マクロファージは
怒り出し

足踏みで
大きな振動を
地面に伝え
ました

この振動は
「ケモカイン」と
呼ばれています

ケモカインは
仲間を呼ぶ
呪文でもある
のです

すると
道路（血管）に
ひび割れが
生じはじめ…

そこから
蝙（コウ）チューチュー
が現れました

人間界で
いうところの
「好中球」です

他のマクロファージも
集まってきました

なんと
木も動き
はじめました

というか
実はそれ、
「木」では
なくて…


樹状細胞
という
免疫細胞の
一種なのです


マクロファージは
食欲をそそる呪文
を唱えました

すると…

マクロファージだけでなく
好中球も、そして樹状細胞も
ウイルスを
ガツガツ食べはじめました

ちなみに
我々の体に侵入してきたもの
を「抗原」と呼びます

いかに食欲が増した
とはいえ、
ウイルスの量が
あまりにも多くて
彼らだけでは
食べきれそうに
ありません

と、そのとき
樹状細胞に
何やら変化が
現れだしました

頭からツノを出して
咀嚼したばかりの
抗原のかけらを
掲げはじめた
のです

抗原を食べれば
食べるほど
ツノも出てきます

やがて、
樹状細胞は
その場から
立ち去り
はじめました

樹状細胞は
近くにある
洞穴を
見つけると
…

そこから
地下道へ
入りました

この地下道
のことを
「リンパ管」
といいます

リンパ管は
「リンパ節」という
免疫細胞たちの
巣窟につながって
います

リンパ節の中には
それこそ
無数の細胞が
控えていました

樹状細胞は
彼ら一人ひとりに
抗原のかけらを
見せはじめました

みて　みてぇ

彼らの名前は
ナイーブ
ヘルパーT細胞

まだ一度も
抗原に触れた
ことがない
ウブな若者達
なのです

樹状細胞は
自分の角の形と
そこにくっつけた
抗原の形の
組み合わせが
ピッタリ一致する
ナイーブ青年を
探しはじめました


…
合わない

こいつも
違う

ピッタンコ
合うやつ
どこじゃーい！

え、あ…
オレすか？

わーっ！


ナイーブT細胞は
一千億以上も
いるので…

樹状細胞が
ピッタリの相手を
見つけるまでには
数日から1週間も
かかるんです

ついに
一人のナイーブT細胞が
ピッタリ合いました！

樹状細胞が
そのナイーブ細胞に
変身の呪文を
吹きかけました

なんと、
ウブなT細胞は
活性化した
ヘルパーT細胞
に変身したのです


活性化した
ヘルパーT細胞は
自分のクローンを
無数に作りました

クローンの多くが
ウイルスを求めて
リンパ節から
飛び去りましたが

中には
リンパ節に
とどまる者も
いました

戦いの現場に
急行する
ヘルパーT細胞

マクロファージが
ウイルスの
食べかすを
高く掲げました

ヘルパーT細胞が
それをチェック
しました

うむ！
お前が食べたものと
私が持っている情報が
一致した！

そいつを
食い尽くせ！

ヘルパーT細胞が
マクロファージを
さらに活性化
させました

興奮したマクロファージは
食欲マックスになって…

今まで以上に
爆食しはじめ
ました

でも、ウイルスの
増殖スピードは
凄まじく…

マクロファージたちが
いかに爆食しても
ウイルスの勢いは
いっこうに
衰えませんでした

そのうち
…

ウイルスが
リンパ管に
入り込み
ました


そして
リンパ節の中まで
侵入してきました
…

そのウイルスを
キャッチした
のは…

今まで何も
食べたことのない
少女でした

彼女の名は
ナイーブB細胞

ナイーブB細胞は
捕まえたウイルスを
ガツガツと
食べはじめました

何を食べて
いるの？

声をかけてきたのは
ヘルパーT細胞

あの
リンパ節に
居残った方の
クローンの一人
でした

手を出して

…


今、
君が食べたものが
我々の戦うべき相手だ

ヘルパーT細胞が
ナイーブB細胞に
成熟の呪文を
浴びせました

ナイーブB細胞は
活性化B細胞に
なりました


分身の術

活性化B細胞は
自分のクローンを
たくさん
作りました


クローンのほとんどが
プラズマガールと
呼ばれる兵士に
変身しました

人間界では
「形質細胞」
と言われています




でも
中には
プラズマガールに
変身できない細胞も
いました


君は変身する
必要はない

なぜなら
君は…

この戦いの伝承者として
後世に語り継ぐべく
選ばれたからだ…

かく言う
私も
居残り組…

いつ
同じ敵が
襲ってきても
すぐに
臨戦体制に
入れるよう

敵の記憶を
しっかりと
保持し続ける
細胞…

それが
我々
なのです

ちょ、
ちょっと
お待ちを

あっしの
ことは…?

このキラーT細胞
はどうなってんで？

まあまあ、
もう少し
待たれよ

まずは
B細胞の
武勇伝を
語ってからだ


B細胞…
もとい
プラズマガールは
現場に急行しました

プラズマガールは
Yの字の形をした
稲妻を大量に
発しました

この稲妻のことを
「抗体」といいます


抗体の先端は
コロナウイルスの
表面に突き出した棘に
ピッタリ当てはまる形を
していました

抗体が
ウイルスの
スパイクに
ピッタリと
取りつきました


細胞の表面には
いろいろな物質を
細胞内に取り込む
役割を持っている
人々がいます

彼らは
自分の掌に
ピッタリと合う
モノだけを
細胞内に引き込みます


ちなみに
彼女の名前は
アーセ姫


彼女もまた
レセプター族の
一人で


たまたま
彼女の掌が
コロナウイルスの
スパイクと
ちょうどピッタリ
合ってしまった
のです

レセプター族は
自分の掌に合ったものを
細胞の中に引き込む習性
があるのです

こうして
アーセ姫は
どんどん
コロナウイルスを
細胞内に引きこんで
しまいます


ところが
抗体に
取り囲まれた
ウイルスは…



抗体のお尻と
アーセ姫の掌が
合わないので
細胞に入り込む
ことができない
のです


こうして
ウイルスが細胞に
取り込まれるのを
阻止する作用を
「中和作用」
といいます

また、
抗体がウイルスに
くっついていると


おまんじゅうに
フォークが
刺さっている
ようなもので


マクロファージ
たちが
ウイルスを
食べやすく
なります

こうして
免疫細胞たちに
ウイルスを
食べやすくする
ことを
「オプソニン化」
といいます


マクロファージから
逃れることが
できたとしても…

今度は
ホテイ様が
やってきます

人間界では
「補体」と
呼ばれている
ようです

ホテイ様の
おへそと
抗体のお尻が
結合すると
…

ウイルスは
跡形もなく
消えました


すごい
破壊力…！

これを
「補体の活性化」
といいます

ホテイ様の
おなかが
はじけて
中に入っていた
消化酵素が
ドバッと
ウイルスに
かかりました


中和作用、
オプソニン化、
補体の活性化
…


抗体には
このような
非常に優れた効力
があるのですが


残念ながら
その効力は
細胞の外でしか
通用しないのです


待てーっ！



なぜなら
抗体は
細胞の中には
侵入できない
からです



そこで
あっしの
出番でがす！


急ぐでない！

ここはやや
込み入った話に
なりますことを
ご了承くださいませ

話を少し前に
遡らせて
いただきます

私が
樹状細胞に活性化
された、ちょうど
同じ頃のことです
…

私を活性化した後、
樹状細胞は
抗原のかけらを
別のナイーブな
若者集団に
見せはじめました

彼らは
「ナイーブ
キラーT細胞」
といいます

抗原に
一度も触れた
ことのない
ウブな若者たち
です

実は
樹状細胞のツノには
二種類ありまして…


私たち
ヘルパーT細胞に
見せたのは
M H C  2（えむえいちしーつー）
と呼ばれるツノで

別の集団に
見せたのは
M H C  1（えむえいちしーわん）
というツノ
なのです


彼らの中から
樹状細胞が提示する
抗原のかけらと
ピッタリ合う者が
見出されると

私たちのときと
同じように
活性化の呪文を
浴びせられ…

キラーT細胞
となりました


その後
私が
呪文を浴びせて…

キラーT細胞は
戦闘モードに
入りました


キラーT細胞の仕事は
抗原に侵入された
細胞を
丸ごと処理すること

ただ、
外から見ただけでは、
どの細胞が感染して
いるのか
わかりません


そこで
利用するのが
「目印」です

実は
我々の細胞は
一つひとつが
「目印」を
掲げているのです

その目印は通常、
M H C I
と呼ばれるお皿に
自分自身のかけらを
はめたものです

そう、先ほどの
樹状細胞のツノの
一つと同じものです

キラーT細胞は
自分の手で
その目印を
確認していきます


ところが、
感染細胞は　そのお皿に
自分自身のかけらの代わりに
侵入した抗原のかけらを
提示するのです

お…！
この細胞
…

感染しているな
…！


こうして
キラーT細胞は
感染細胞を丸ごと
破壊して
抗原を退治していく
のです

一方、
ウイルスの方は
自分が侵入して
いることを
悟られないよう

この目印を
隠してしまう
ことがあります

ん?!
目印が
ないな
…

M H C 1の
目印がないと、
キラーT細胞は
その細胞を
殺さないので

感染細胞が
そのまま
ウイルスの
隠れ家として
残ってしまう
のです

ホッ


それは
まずいね

ご安心を

そういうとき
のために
もう一種類
強力な味方が
いるのです

その名も
ナチュラル
キラー細胞

略して
N K（えぬけー）細胞とも
称されます

N K細胞は
M H C 1の
目印を出していない
細胞を見つけると

診察をして
…

感染している
ことが確認
されたら…

銃撃して
感染細胞ごと
殺してしまう
のです


こうして
我々免疫細胞たちが
協力しあって
奮闘した結果

抗原は次第に
減りはじめました

樹状細胞も
食べる量が
減るにつれ

ツノも
少なくなって
きました

そのせいか、
ナイーブな
T細胞を
刺激する呪文が
変化してしまい
…

私、ヘルパーT細胞
ではなく、

制御性T細胞
と呼ばれる方に
変身して
しまいました

制御性T細胞は
樹状細胞をなだめ、
そのツノを
ひっこめさせ
ました

すると
樹状細胞は
すっかり
やる気を
なくして
しまいました

制御性T細胞は
大きな声で
終焉の呪文を
叫びました

ヨーロレイッヒー（老人の声で）


その呪文
によって

私、ヘルパーT細胞も
キラーT細胞も
B細胞も…
マクロファージや
好中球も

皆、戦いが終わった
ことを知りました

いかがでしたか？
我々の戦いが
いかに
素晴らしかったか
ご理解いただけました
でしょうか？

…うーん
複雑すぎて
よくわから
ないな

これでも
かなり
端折った
のですが
…

ん?!

…地響き
…?!


地割れが…

あ！

抗原の襲来だ！

きっと…

新型コロナだ

まあまあ
ご主人様

ご心配
なさらずに


もしあの抗原が
コロナなら

私たちが
速攻で
奴らを退治して
見せましょう！


いざ！

ゴー！

え?!

もしかして
オレも行く
の?!

とやかく
言っている
場合では
ありませぬ

ケモカインの
呪文が導く
ところへ！

あ、
あそこだ！

こっち
こっち


うわっ
マクロファージや
樹状細胞たちが
いっぱい…

蝙チューチュー
も…！


よし、
抗原チェック
してくる！

ん?!


ピッタリ
合わない
…


これは…
私の記憶にある
コロナウイルス
とは違う…?!

…
ということ
は…?!


マクロファージを
活性化することが
できないのです！

許せ、
マクロファージ
とりあえず
マイペースで
食べててくれ


ダメだ、
ダメだ！

そんなことをしたら
免疫システム全体の
安全性が揺らぐ
ことになる！


ならぬ！


B伝道師?!

どこへ?!


規則違反だぞ！
B伝道師！

それに君は
私の刺激なしには
プラズマガールに
変身することは
できないんだぞ


やめろ!!

私の命令に
そむく気か?!

いかん！



B伝道師
命令違反に加え、
独断で抗体を
発砲したのは
厳罰に値するぞ

後で
軍法会議に
かけるぞ！

ヘルパーT
総帥

あっしも
自分の記憶が
通用するかどうか
試してみたい
のですが

試すだけだぞ！

わかって
ますって！

こいつが
怪しいな

どれどれ
…
チェック
してみよう
じゃないか


うーむ…
合わない


総帥
…
私も
感染細胞を
認識することが
できません…!!

そうか…
やはりな

ね、
ねぇ！

どういう
ことなの?!

みんな…

残念ですが
…
今回の抗原に対して
我々の記憶していた
情報が役に立たない
ようです…！

?!

…
ということは
つまり…?!

イチから
やり直し、
ということです

クソッ！
オレたちは何のために
生き残ってきたのか

イチから、
…て

樹状細胞が
1週間近くかけて
ナイーブな細胞たちの中から
ヘルパーTやキラーTの
候補者を選んだりする…
あれをもう一度
やらなくちゃならない、と？

御意

そんな！

じゃ、今は
増え続ける
ウイルスを
手をこまねいて
見守るしかない、
っていうの?!

とりあえず

マクロファージや
好中球たちが
それなりに
やってくれるので
…
それで何とか
しのぐしか
ありません

しのぐ…?!

1週間も?!

それで
本当に
大丈夫なの
…?!

間に合わなかったら…

まだ…
やりたいことが
たくさんあるのに

お願いだ！

何とかして！

と言われても
ねぇ…


せっかく
ミクロの世界に
やってきた
ってのに…


このままじゃ
奴らに…

やられちゃ
…う…

もう
空いてる
ベッドないぞー
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